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Ｊ
Ｒ
と
駅
周
辺
整
備
に

関
す
る
基
本
協
定
を
締
結

し
、
西
口
駅
前
広
場
や
ト

イ
レ
整
備
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
等
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
し
た
が
、

①
Ｊ
Ｒ
と
の
基
本
協
定
は

ど
の
よ
う
な
協
定
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
か
。

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取

り
組
む
と
は
、
ど
こ
を
ど

の
よ
う
に
改
善
し
、ま
た
、

こ
れ
か
ら
ど
こ
を
ど
の
よ

う
に
変
え
る
の
で
す
か
。

①
我
が
広
野
町
は
「
お
達

者
度
」
で
は
県
下
で
最
も

低
い
結
果
で
あ
る
と
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
お
達
者
度
と
い
う

指
標
は
ど
ん
な
基
準
で
ど

ん
な
対
象
で
順
位
が
つ
け

ら
れ
る
の
で
す
か
。

②
お
達
者
度
最
下
位
を
脱

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
す
る
考
え

で
す
か
。

①
駅
舎
の
将
来
形
の
協

議
、
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
整
備
、
駅
前
西
口
広

場
の
再
整
備
等
を
計
画
す

る
中
で
、
相
互
に
情
報
共

有
や
意
見
交
換
に
努
め
、

駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
よ
る
、
相
互
の
持

続
的
な
発
展
を
目
的
と
し

た
基
本
協
定
で
す
。

②
駅
構
内
こ
線
橋
、
未
来

の
か
け
橋
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
整
備
す
る
た
め
の

設
計
を
実
施
し
ま
す
。

①
県
は
、「
65
歳
か
ら
の

日
常
生
活
が
自
立
し
て
い

る
期
間
の
平
均
」
を
お
達

者
度
（
健
康
寿
命
）
と
し

て
算
定
し
、
３
年
間
の
住

基
人
口
、
死
亡
数
や
介
護

認
定
者
数
を
使
用
し
て
い

ま
す
。

②
健
康
や
食
に
関
す
る
広

報
活
動
、
保
健
師
等
に
よ

る
訪
問
指
導
、
肥
満
指

数
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
が
25
以
上

の
40
歳
か
ら
50
歳
代
の
方

に
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
月
額
利
用
料

金
を
一
定
の
条
件
の
も
と

で
助
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
の
、
運
動
教
室
開
催
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
内

の
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
、
長

寿
を
目
標
に
、
健
康
活
動

に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
る
「
ひ
ろ
の
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
」
や
、
健
康
づ

く
り
自
主
活
動
、
普
及
啓

発
に
努
め
定
着
に
取
り
組

み
ま
す
。

町
長

町
長

塩

塩

ヴィレッジ新駅広 野 駅

県派遣研修お達者度

県最下位を脱する取り組みは
町長／支援と環境整備で健康づくりに努める

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

町
長
／
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
環
境
を
整
備
す
る

　
ホ
ー
ム
と
車
両
の
段
差

解
消
は
、
平
成
32
年
３
月

に
向
け
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が

取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

ホ
ー
ム
の
雨
除
け
の
設
置

と
駅
構
内
こ
線
橋
の
改
修

を
完
了
し
て
い
ま
す
。
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①
双
葉
地
方
広
域
市
町
村

圏
組
合
消
防
本
部
に
お

い
て
、
町
内
の
75
歳
以
上

の
独
居
世
帯
、
高
齢
者
世

帯
を
対
象
と
し
た
火
災
警

報
器
の
設
置
状
況
調
査
か

ら
、
設
置
率
は
85
・
５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

②
町
広
報
誌
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
防
災

行
政
無
線
で
の
周
知
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
、
火
災
警
報
器
設

置
助
成
制
度
を
定
め
、
１

０
０
％
設
置
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

③
広
野
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
「
広
野
町
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
で
の
、

軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

に
よ
り
火
災
警
報
器
を
取

り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

町
長

100％設置に向けた対応は
町長／助成制度を定め取り組む

渡邉正俊 議員

①
町
長
は
、
12
月
定
例
会

に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
視

察
の
特
別
旅
費
を
計
上
し

ま
し
た
が
、
今
回
こ
の
視

察
の
、
目
的
、
行
程
及
び

訪
問
先
を
伺
い
ま
す
。

②
今
回
の
視
察
研
修
が
当

町
の
復
興
、
発
展
に
ど
の

よ
う
に
寄
与
す
る
の
か
を

伺
い
ま
す
。

①
家
屋
火
災
に
よ
る
痛
ま

し
い
犠
牲
者
が
あ
と
を
絶

た
ず
、
火
災
警
報
器
の
未

設
置
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
が
、当
町
の
設
置
率
は
。

②
１
０
０
％
設
置
に
向
け

た
取
り
組
み
と
、
警
報
器

購
入
助
成
制
度
等
を
設
け

た
早
期
対
応
の
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

③
高
齢
者
世
帯
の
未
設
置

家
に
お
い
て
、
依
頼
を
受

け
て
取
り
付
け
を
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

①
目
的
は
、
本
町
が
復
興

再
生
か
ら
長
き
に
渡
る
創

生
に
向
け
て
展
望
を
図
る

も
の
で
す
。

　
行
程
は
、
３
月
17
日

か
ら
８
日
間
、
訪
問
先

は
、
廃
炉
産
業
が
集
積
し

て
い
る
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド

の
視
察
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
大
学
等

で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
英
国
原
子
力
廃
止
措

置
機
構
理
事
等
へ
の
表
敬

訪
問
、
ロ
ン
ド
ン
し
ゃ
く

な
げ
県
人
会
等
の
懇
談
で

す
。

②
本
町
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想

に
よ
る
産
業
集
積
を
支
え

る
生
活
拠
点
を
捉
え
、
人

材
育
成
の
展
望
を
図
り
、

人
の
流
れ
を
創
出
す
る
施

策
か
ら
、
新
た
な
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
復
興

創
生
を
展
望
し
、
町
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

渡
邉

渡
邉

「元気な町」海外視察
復
興
・
発
展
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
す
る
の
か

町
長
／
新
た
な
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
復
興
創
生
を
展
望

県派遣研修火災報知器

家庭用火災報知器


